


３ 平成 26 年度推進会議の進め方について 

・事務局より説明しました。 

 

４ 協創プロジェクト事業概要について 

・プロジェクトの平成２６年度事業概要を各

課から説明しました。   

【委員からの意見】 

○飲酒運転０をめざす Caｍpus キャンペー

ンで、学生の募集をどのようにしたのか。

募集の状況はどうなのか。 

→ 現在、企画課の「学生」×「地域」カ

フェのテーマで募集を行っているところ

である。 

 

５ 意見交換 

共通テーマ：中間支援組織の「機能」と「あ

り方」（組織体制の強化、人材育成） 

 

※委員から出された主な意見は、次のとおり

です。 

 

○学生の募集では、意欲のある人はうまく引

き上げればよいが、自分に関係ないと思っ

ている人をどう引き上げていくのか。その

辺りの手順が難しく、人材確保と人材育成

が密になって関わってくると思う。 

 

○組織力を上げていくための牽引者の目標と

なるレベルをどのあたりに持っていくか。

団体も違い、方針や今までの活動実績も違

う中で、リーダーを育てるためにどのよう

な基準を持っていくのか、どう連携すれば

よいのか難しい。 

 

○市民活動は当初、公害問題など対企業に関

する内容のものが多かったが、今はソーシ

ャルビジネスやコミュニティビジネスなど

を行い、行政を補完している。それを支援

するのが中間支援組織と思う。 

 

○中間支援組織については、それぞれで捉え

方が異なることから、そうした違いを意識

しておくことが必要である。 

 

（ファシリテーター） 

○中間支援組織の概念は異なっているが、そ

れぞれの持つ課題は同じである。 

 その課題を乗り越えていこうとする時、何

を作っていけばよいのかがここでのテーマ

と思う。新しいインターメディアリー（中

間支援組織）として、ご意見をいただきた

い。 

 

○津市民サポートセンターでは、相談業務で

ワンストップの窓口としていこうと考えて

いるが、各分野の専門家ではないので、情

報を共有できるビッグデータがあればよい

と思っている。 

 

○ＮＰＯ、企業、行政などいろんな方がテー

マについて話し合える場が必要である。異

なるセクターが集まり議論すると新たな施

策が生まれると考える。 

 

○市民活動から生まれる新しいビジネスを現

実の経済社会にブリッジを架けるという視

点で、外国語を通訳しているアクティブ・

シチズンや市民活動と、海外から観光客を

誘致するなどの事業をつなぐことも大事で

ある。 

 



 

○組織についても、実態がないところもある。

伊賀市では市民活動センターがなく、いろ

んな活動をつなげる場、情報がほしいとい

うのは同じなので、それをどうしていけば

よいかと思っている。 

 

○多面的機能支払の事業が法制化され、恒久

的になっていく中で、中間支援組織として

の土地改良区が８団体と少ない。土地改良

区に中間支援組織を担っているという意識

が低いのではないか。 

 

○県が求めているＮＰＯがどのような団体か

わかるよう表彰制度を整えてもらいたい。 

 

○対話の場の形成とそこで生まれたアイデア

や解決策を実現できる緩い予算の枠組がほ

しい。 

 

○中間支援組織の一覧を作成する場合は、全

国一律の団体と三重県独自の団体を分類す

るとよい。こうした一覧は、人材育成を行

っていく上で、他の団体の事業等を参考と

していく場合に活用したい。 

 

（ファシリテーター） 

○組織 人材育成についていろんな意見をい

ただいた。各課もヒントにしてもらい、施

策に反映してもらいたい。 

次回は財政について議論いただく予定であ

るが、組織や人材に戻って意見をいただい

てよいと思っている。 

       次回の開催予定       

今回委員から出された意見を今後の施策や事

業に反映することにより、「県民力を高める

絆づくり協創プロジェクト」を推進していき

ます。 

なお、第２回推進会議は平成２６年１０月に

開催する予定です。 

  


